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最 近 ・私は 「なぜ祈 らなければなら
な いのか」 とい う質 問 を受け た。

なぜ だろ うか 。それ は、祈 りが 人生

の真 の 目的 を達 成す るために不可 欠な

ものだか らで ある。私 たちは神の子 で

あ る。従 って 、私 た ちには神の完 き状

態 に まで到 達す る可能性 が秘め られて

い るの であ る。救 い主御 自身が 、私 た

ちに この希 望 を持 つ よ うに励 ま して下

さって いる。

「われ または天 に ま します汝 らの父

が 完全 な るご と く、汝 らもまた完全 と

な らん こ とをd(IIIニ ー フ ァイ12：48)

完 全 であ られ る救 い主 に よ らな いで

は 、だれ も救 い主の完 き状態 に到達す

る ことはで きない。 しか も救 い主か ら

の導 きは祈 り以 外の方法 では得 られ な

いので あ る。完全 へ の道 を昇 る うえで

祈 りと予言者ジョセブ
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大管 長会 メ ッセー ジ

祈 リ 心の扉を開く鍵
』

第二副管長

マ リオ ン ・G・ 日ム ニ ー

.ゼ賜二霧9誘 で奪
'
ヴ'

4

私 たちは完全 に向か って努 力す る とき、

完全 なる御方 の導 きを得 られ るよう、家

畜 のため、家族 のため 、王国のため に祈
■

らなければ ならない。



私たちが今積んでいるこの世の経験は

ひとつの踏 まなければならない過程で

ある。完全になるために、私 たちは天

父のみ もとを離れてこの地球 にや って

来なければならなかった。そのとき、

私 たちの霊の眼には幕が引かれ、前世

の記憶は取 り去 られたのである。

神はエデンの園において私たちに善

悪 を選ぶ自由意志を与えられた。すな

わち自らの力で、善 と悪の力 を区別で

きるように、私たちをひとりこの地上に

残 されたのである。そしてそれは、私

たちが信仰により歩み、「何にて もあれ、

主なる彼 らの神の命 じたまわんすべて

のこと」を行な うことによって、自己

の高い可能性に達す るか否かを見 るた

めでもあった。(アブラハム・3：25)

アダムとイブがエデンの園を追 い出

されて後、主がふたりに曇趣三圭i塾ら

一(モ ーセ5：
5参 照)

イ エスは この世 にあって導 きと教 え

を授 けてお られ た とき、 「常 に祈 るべ

きこ と」 を教 えられた。(ルカ18：1)

また 、ニー フ ァイ人の群衆 に向か っ

て 「汝 らはわが名 に よ りて た えず御 父

に祈 ら ざるべ か らず」 と言 ってお られ

る。(III二・一 ファイ18：19)

この 最後 の神権 時代に おいて 、主は

御 自分の教 会 を組織 され る2年 前 、啓

示に よって予言者 ジ ョセ ブに次 の よ う

に言 われた。

「勝利者 た らん こ とを常 に祈 るべ し
。

誠 にサ タンに打 ち勝つ よ うに祈 れ 、 ま

た現 にサ タンの仕事 に力 を与 うるサ タ

ンの僕 らの手 よ り免 れん こ とを祈 るべ

しd(教 義 と聖 約10：5)

また 後 に、.こ の よ うに も言 われ た。
「われ一 人に対 して言 うこ とは

、万

人に向 いて言 うな り。汝 らノか の悪庵 に

征 服せ られて、今居 る所 よ り立 ちのか

され ざる様常 に祈 るべ しd(教 義 と聖

糸勺93：49)

ジェ レ ドの兄弟の経 験は 、祈 るべ し

とい う戒め に従わ ない こ とが どん なに

重 大 なこ とであ るか を劇 的 に物 語 って

い る軌

主は ジェ レ ドの民 をバベ ルの塔 か ら

海岸 まで導か れた。 そ して彼 らは 「四

年 の間天幕 を張 って海岸に住 んだ。
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第 四 年 の終 りに主 は またジェ レ ドの ・

兄 弟の ところに降 って 、雲 の中に立 ち

なが らか れ と親 く話 した もうた。主 は

三 時間 ジェ レ ドの兄弟 と話 して 、か れ

が 主に祈 るこ とを怠 ったの を懲 しめ た

もうた。

それ で ジェレ ドの兄弟 がその罪 を悔

'い改め て
、一 しょに きた者 た ちのため

に主 に祈 った時、主 はこれに答 えて仰

せ に なっ た 『われは汝 と、汝 と共 に来

り し者 た ちの罪 を赦す 。 され どこの後

汝は再 び罪 を犯 すべか らず。 わが 「み

た ま」 は必ず しも常 に人 をはげ ます も

のに あ らざるこ とを忘 るな。 故 に、汝

らの 罪悪が その極 に達す るまでひ きつ

ず き罪 を犯 さ ば 主 の 前 よ り断 ち切 ら

る。』」(イ テル2：13-15)

ジ ェ レ ドの兄弟が犯 した 罪は、ネヘ
ミ離 禰 きか、
とい う問 いに十分 な理 由 を与 え る もの

で あった。

また次 にあげ る聖 句に は、 いつ 、 ど

こで、何 を祈 るか とい うこ とにつ いて

「汝らの妻子が祝福を受くる

よう、たえずわが名によりて家

族 の祈 りを御父 に捧げよ。」(III

ニーファイ1821)こ れ は救

い主の言葉である。

ミ

r慶 ・o

何の制限も記されていないように思わ

れる。
「………事ごとに、感謝 をもって祈

りと願い とをささげ、あなたがたの求

めるところを神に申し上げるがよいd

(ピ リピ4：6)
「神は人を救 う大能 を具えた もうか

ら、神に憐 みを求め よ。

牧場に居る時は、あなたたちの家畜

の群について神 に祈れ。家に居る時は

あなたたちの家族全体について朝 も昼

も晩 も神 に祈れ。あなたたちの敵の力

を防 ぐことができるよう'に神に祈れ。
一切の義 しいことに敵対す る惑摩 を陣

£淵 論鑓蕩難激勢
そ の作物 につ いて神 に祈 れ。… …… こ

れ ばか りではな い、あ なたた ちが一 人

で部 屋 に居 る ときも、秘密 の所 に居 る

ときも、また野 に居 る とき も心 に ある

こ とを うち明け て祈 れ。 声 をあげて主

に祈 らない時 で も、 自分 の為 また 自分

の まわ りの人々 の為 を思 って た えず心

の 中 で主 に祈れdエ ア ルマ34：18、20

-24
、26、27)

「汝 心 の中 にて も祈 りまた声 を出 し

て も祈るべ し。 然 り、人々 の前に て も

祈 りまたひ そか にて も祈 り、公 に て も

祈 りまた陰にて も祈 るべ しd(教 義 と

聖 糸勺19：28)

「これ を以て 、願 わ くは天の王 国 の来

らん ため、 まず神 の王 国 を出で行かせ

た まえ。神 よ、か くして天 に於 け る如

く'、地 に於て も栄 光 あ らせ た まえ。 ま

たか くして、汝 の敵 を征 服 した まえ。

誉 と能 力 と栄光 とは、 ときはか きはに

神 の ものなれ ばな り。アー メ ン，」(教

義 とi聖糸勺65：6)

祈 りは、神 と交 わるため の心の扉 を

開 く鍵 であ る。

主 は次 の よ うに言 ってお られ る。

「見 よ
、わ た しは戸 の外に立 って 、

たた いてい る。 だれ で もわた しの声 を

聞 いて 戸 をあけ るな ら、わた しはその

中には いって彼 と食 を共 に し、彼 もま

たわた しと食を共にす るで あろ うd(黙

示3：20)

同 じ ような約束 を、イエ スはニー フ

ァ イ人に与 えてお られ る。

「汝 らが必ず受 くと信 じて
、わが名



に よ りて御 父に乞 い求む る もの は、そ

の正 当なる もの な る限 り、すべ て汝 ら

に与え らるd(IIIニ ー フ ァイ18：20)

この 最 後の神権 時代 に住 む私 た ちに

与 えられた約束 は、次 の通 りであ る。

「何 にて もわが名 に よ りて御 父に願

う ところ汝 らのため必要 なるこ とは 汝

らに与 えち るべ しd(教 義 と聖約88：

64)

聖 典 に は、 この よ うな約 束が成就 さ

れ る ことを示 す証拠 が数 多 く記 されて

いる。

イ ノスは祈 るこ とに よって罪 の赦 し

を得て いる。(イ ノス4、5参 照)

ま た、父アルマ は祈 りに よって天 の

使 い を息子 ア ルマ の もとに送 り、ア ル

マ を悔 改めに導 い た。 〈モーサ ヤ27：

14参 照)

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス もまた祈 り

に よって御 父 と御 子 の訪 れ を受 け た。

(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：14-17参 照)

祈 りは 、開拓者 の作物 を守 るために

湖か らか もめ を呼 んだ。

祈 りが皆 この よ っな 目を見 はる よ っ

な形で答 え られ るわけ では ないカ㌔ 心

か らの熱 烈 な祈 りはすべ て主 のみた ま

に よ り聞 き届 け られ 、答 えられ るの で

あ る。

祈 りに対す る答 えは主が オ リバー ・

カウ ドリに示 され た方 法 で与 え られ る

こ とが最 も多い。主 は次 の よ うに言わ

れ た。

「誠 に まこ とにわれ汝 に告 ぐ、汝 も

しこの上 に証詞 を得 ん と欲せ ば 、 これ

らの こ との真理 を悟 らん と して汝が心

の 中にわれに 向いて呼 び し夜 の こ とを

深 く思 うべ し。

われ汝に その こ とに就 きて心安 か れ

と告 げ しにあらずや。汝 、神 よりの証 詞

よ り大い な る証 詞 をいず こに得 るやd

(教 義 と聖約6：22-23)

この 最後 の神権 時代 、主 は私 た ちす

べ てに 「われ に求 めなば与 られ 、叩か

ば汝 ら開 か るるこ とを得 ん」 とい う約

束 を与 え られ た。主 はこの約 束 を7つ

の啓示(教 義 と聖約6：5、11：5、 『

12：5、14：5、49：26、66：9、75

：27)の 中 で繰 り返 し、一 句違 えず 述

べ てお られ る。

教義 と聖約88：62-64に は さ らに次

の よ うにあ る。

「わ れ誠に汝 らに告 ぐ。わが友 よ。

われ これ らの 言 を汝 らに残す は、われ

近 きにあ る間 に汝 らわれ を呼べ と言 っ

わが与 うる誠 命 を汝 らが心の 中に思 い

廻 らす ため な り。

す なわ ちわれに近づ け 、さ らば われ

汝 らに近づ かん。熱心 に われ を求め よ。

さ らば 、汝 らわれ を見 出さん。求め よ、

さ らば与 え られ 、叩け よ、 さらば開か

る るこ とを得ん 。

何 にて もわが 名に よ りて御父 に願 う

ところ汝 らの ため必要 な るこ とは汝 ら

に与 え らるべ しd

私 はこれ らの約束が 真実 であ るこ と

を証す る。 また 、これ らの約 束が真実

で あ るこ とを知 ってい る。

私 は また、祈 りが答 え られ るこ とを

知 って いる。ニー フ ァイや イ ノス と同

じように、私 は 「善 い」 父母 か ら生 ま

れ た。 そ して まだ幼 い頃か ら、毎 日、

朝 に夕 にベ ッ ドの傍 らにひ ざまず いて

天 父 に 日々の 恵み を感謝 し、 また続け

て導 きとみ守 りをたまわ るよ うに祈 る

こ とを教 わ った。 それ以来 、私 は この

祈 りを欠か した こ とはない。

祈 りが答 え られ たこ と といえば 、子

供 の ときに失 くしたお もちゃ を見つ け

た こと、少年 の ときに茂み に迷 い込 ん

だ 牛 を見つ け たこ とが あげ られ る。私

は、主が オ リバー ・カウ ドリに向か っ

て言 われた その気持 をこれ までの経験

を通 して よ く知 る こ とが で きた。主は

次の よ うに言 われた。

「われ汝 にその こ とに就 きて心安 か

れ と告 げ しにあ らずやd(教 義 と聖約

6：23)

主 は また この よ うに も言 ってお られ

る。

「され ど見 よ われ 汝 に告 ぐ、汝 心

の 中に よ く思 い計 り、その後願 うこ と

もし正 しか らば汝願 わ ざるべか らず。

願 うこ と正 しか らば 、その時 われ汝 の

心 を内に燃や さん。 これに よ りて汝 に

そ の正 しきを感ぜ しむ。

され ど もし願 う とこ ろ正 しか らず ば、

かか る感 な くして汝 の心 は次 第 に鈍 く

な り、 そはつ い に悪 の悪 た るを忘 れ し

む るに至 らんd(教 義 と聖約9：8、

9)

「主の御名を呼びてこの世に

神の王国を来らせ.世 に住める

人々をしてこれを受け.来 るべ

き時代の備えを為さしめよ。そ

の時＼人の子は地上に建てらる

べき神の王国にかなうため.彼

の栄光に輝く衣を召されて天の

中より降 りたもうべ し。」(教 義

と聖約65：5)

私 は、イ ノスが何 を意 図 して 「主の

御 声が私 の心 に聞 えて仰せ に なった」

(イ ノス10)と 言 ったのか知 ってい る。

私 は この方法 に よって祈 りの答 え を受

け たこ とが ある。

「お よそ信仰 を以 てわが名 に よ りて

……願 う者 は
、悪霊 を追 い出 し、病 め

る者 を医 し、盲 目の 目 を開 け、みみ し

い に聞かせ 、唖 に物 言わせ 、あ しなえ

に 歩 くこ とを得 しめ ん」(教 義 と聖約

35：9)と あ るよ うに 、私 は この主 の

約 束が成就 す るの を目に して きた。

私 は モロナ イの約束 を実 際に試 し、

その祈 りの答 えとしてモル モン経が真

実 な もので ある とい う神 の証 を得 た。

私 は また 「誠心 誠意 でその上 キ リス ト

を信 じなが ら」 問 うな らば 、 「聖霊 の

力に よって一切 の事 の真実」 であ るか

ど うか が わか るこ とを知 ってい る。(モ

ロナ イ10：4、5参 照)

祈 りは 六わ一る鋤 に.心の 扉を・開

く鍵 で あるこ とを」"・ ・ 量

上 げ る。
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「エ ンサ イ ン」編 集 長

ジ エ イ ・M・ ト ッ ト

過 去6年 間+二 使徒評議員会補助を
務めたデビッド・B・ ヘイ ト長老

は、スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長 より、十二使徒評議員会会員に召さ

れた。これは、昨年ヒ洛一 ・B・ ブラ

ウン長老の死去により生 じた空席を満

たす ものである。

ヘイ ト長老は、1月8日 木曜 日、ソ

ル トレー ク神殿において、聖なる使徒

職 に聖任された。1975年12月2日 のブ

ラウン長老の死去以来、約5週 間後の

ことである。

アイダホに生 まれ育ったヘイ ト長老

は、成人してか らの大半 をカリフォル

ニアで過 ごした。卓越 した理解力、指

導力、経営に関する専門知識を備 えた

ヘ イ ト長老の名は、カ リフォルニアの

実業界、政界、教会内部に知れわたっ

ている。

1970年4月6日 、十二使徒評議員会

補助に召 された彼は、以来毎週各地で

開かれる教会の大会に出席し、神権指

導者にその召 しを達成す る方法 を説い

てきた。その手腕は高 く評価され、会

員たちの愛 と尊敬を集めている。
「私は、組織 を非常に重視 していま

す。そして、教会員、それ もすべての

教会員が神の王国の建設における各自

の役割 を理解するように と願っていま

す。ステーキ部大会に行 く私の第一の

目的は、指導者が各自の大切 な役割 を

理解 できるようにお助けす ることです。

ステーキ部長会、高等評議員会、監督

との集会で、私は終始黒板を使 って話
・を進め、いろいろな事柄 を一緒に話 し.

合います。そして、教会の組織が実際

いかに合理的かつ効果的か をわかって

もらうのです。また大管長会の要請通

りに諸活動 を運営 し、教会の提案 して

い るよ うに組織 を整 えるな らば、組織

は 人々の生活 に どの よ うな影響 を及ぼ

すか につ いて も理解 して も らい ます。

すべ ての事柄 が現在 どの よ うな状態 に

あ り、 また どの よ うに行 な わ れ て い

るか につ いて も知 って も らえ るよ っに

して い ます 。 さ らに 、指 導 者 が正 し

く組織 を整 え 、各 自の 責 任 を遂 行 す

る ときに、人 々に どれ ほ ど恵みが もた

らされ るかにつ いて も理解 して もらい

ますd

地 方 の大会 で指 導者 を鼓舞 したヘ イ

ト長老 は 、大 会が終 わ る と、再 び教会

本部 に戻 り、家族 の もとに帰 る。彼 は

家族 を限 りな く愛 してい る。ヘ イ ト長

老 と夫 人の ラビー ・ヘ イ ト姉妹 は 、今

年 、結婚46周 年 を迎 える。夫 妻 には3

人 の子供 がお り、いずれ もすで に家 庭

を持 ってい る。 ソル トレー ク ・シテ ィ

ー に住 む ジ ョン ・M・(カ レン)ハ ン

ツマ ン夫 人、カ リフォルニア州 メンロ

パー クに居 を構 えるデ ビッ ド ・B・ ヘ

イ ト ・ジュニア氏 、ユ タ州サ ンデ ィー

の ロバー ト ・P・ ヘ イ ト氏 の3人 で あ

る。

「息子 の ロバー トは監督 をして い ま

す 。彼 に電 話 して、 『毎 日どう して る

か ね』 と尋ね るのが私の楽 しみ です 。

『ええ
、ワー ド部 で あれこれ片づ け な

くてはな らない こ とが あ りま して。』

こ うした返事 が返 って来た'ら、私 は 、

『それ もいいが
、教会 の意向 は、 まず

家族 を第一 にす るこ とだ よ』 と言 い ま

す 。

恵私は よ く指 導者 に この よ うに言 い ま

す 。 『皆 さん は立 派な監督や ステー キ

部 長 になれ るで しょ う。 で も注意 を怠

れば家族 を失 いかね ませ ん。』 皆 さん

御 存知 の よ うに、予言者 は次 の よっに

言 ってい ます 。 『いかな る成功 も家庭

の失 敗 を償 うこ とはで きない』 と。 こ

れ は まさに真 実 です 。私 たちは皆、指

導 者 として また会 員 として、家族 と教

会 に対す る 自己の務 め と責 任 を知 る必

要 が あ ります。 また 、こ うした責任 を

果 たす に 自分 自身に も他 の人々に もど

れほ どの恵みが もた らされ るか につ い

て も理解 すべ きです。

もうひ とつ 、私が 人々 と接す る とき

に 、 また共 に働 くときに心掛 けてい る

こ とがあ ります。 それは、 自分 の こと

は さてお いて、他 の人々の こ とを気遣

い、奉仕す るこ とに よって 、 自分の生

活 が ど う変 わ るか を理 解 させ るよ う、

努 めて いる ことです 。私 は、エマ ソン

の随筆 の一 部 を常 に大切 に心 に留め て

きました。 『指輪や 宝石 は贈物 ではな

く、贈物 の単 なる代用 品に過 ぎない。』

本 当の贈物 はただひ とつ 、 自 らを捧 げ

るこ とです。奉仕 は福音 の骨子 をなす

ものです。最 も大切 な律 法 につ いての

問 いに対す る救 い主 の教 えの中に、.そ

れ が美 し く説かれ てい ます 。あ る学者

の 説に よる と、 当時ユ ダヤ 人は、穀物

の植 え方 、収穫法 、野菜 の洗い方 な ど、

生 活 に関連 して613の 律 法 と規則 を定

めて いた とい うことです 。 これ らすべ

ての 中で、 『どの いま しめが一番大切

なの ですか」 と彼 らは救 い主 に問 うた

の で した。す る と救 い主は 、彼 らの言

わ ん としてい るこ とを何 もか も見抜 い

た上 で 、こ うお 答 えに な りました。『一

番 大切 な第一 の い ましめ は、主 を愛す

る こ とであ る。 第二 もこれ と同様 であ

る。 あなたの隣 り人 を愛1せ よ。』(マ タ

イ22：35-40参 照)奉 仕 な くして、

完全 に この戒 あに従 うことはで きませ

ん。 主 を愛す る者 は、主のみ業 とその

481



成功 を気遣 うことでしょう。 また隣人

を愛す る者は、自分の隣人、友人、知

人、夫、妻、子供 たちを気にかけるこ

とでしょう。 こうした心遣いが奉仕 と

いう形 となって表われるのです。なぜ

でしょうか。それは、その人たちのた

めに何かをしようとす るか らです。主

が計画全体の中に奉仕 を組み入れたも

うた理由はここにありますd

十二使徒評議員会の一員 として新た

に召されたヘイ ト長老の最大の魅力は、

ご く自然にまた容易に彼の口をついて

出るこうした気持や考 え方が、単に頭

の中に とどまることな く、生活の中に

実際に表われていることである。ヘイ

ト長老は、様々な状況 と環境の中で福'

音の原則を培い、試 した末、69歳 でこ

の新 しい責任に召 された。 「福音は生

きています。確かに福音は生きていま

すd率 直にまた心 を込めて語るヘ イ

ト長老のこの言葉 を聞 く人は、彼が経

験により語 っていることを知 るのであ

る。

彼の経歴は、実に変化に富んでいる。

1906年9月9日 、アイダホ州オー クレ

ーに誕生 した彼は、その小 さな町で成

長 した。祖父は、アイダホ州カッシア

ズテーキ部の初代 ステーキ部長であっ

た。また父(ヘ イ ト長老が9歳 のとき

に死去)は 町の銀行家であ り、アイダ

ホ州上院議員、ワー ド部監督を務めた。

十代で教員免状 を取得 した青年デビッ

ド・ヘイ トは、十分な学資を得て大学

に進学 し、22歳 でユタ州立大学経営管

理学科 を卒業 した。そして2年 後、ラ

ビー ・オルソンと結婚、夫妻はその足

でカ リフォルニアに車 を走らせ、ヘ イ

ト長老は、あ る百貨店の新 しい支店を

管理することになった。

彼は商取引の管理 に大いにその手腕

を発揮 した。そして4年 後、ソル トレ
ー ク ・シティーに行 き、ある大百貨店

の雑貨部門の支配人となった。さらに

その後、カリフォルニア州サ ンディエ

ゴにあるモン トゴメリ"ウ ォー ド(大

チェーンス トアー)で 、25の 店の経営

を監督 した。次いで、カリフォルニア

州北部のオー クラン ドに移 り、地区支

配人 として働 いたが、第二次世界大戦

によって中断された。戦時中は合衆国
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海軍士官に昇進 し、太平洋地域の後方'

業務および戦略行動 を監督、正確な時

間に正確な場所へ物資を補給する指揮

をとった。その釆配ぶ りは人々か ら大

きな賞賛 を浴び、軍部 も正式にその功

績 をたたえるところとなった。終戦後、

モントゴメリーウォー ド社に戻ったヘ

イ ト長老は、シカゴ地区支配人 として

165の 店 と、何千人もの雇用者め監督

にあたった。1951年 、45歳 の年に、か

ねてか ら描 いていた経営概念を実行に

移すことを決意 し、カリフォルニア州

パ ロアル トに金物店を開いた。

パロアル ト在住中、高等評議員の職

か らステーキ部長に召された。 またそ

の在任中、市議会出馬の要請があ り、

バ ロアル ト市長 を2期 務め、スタンフ

ォー ド大学付属パロアル ト病院長に任

命され るに至った。また実業界、経営

管理層、大学の各指導部の中にあって

公民 として多くの奉仕 を行 なってきた。

様々な状況の下で福音の概念を試 し

てきたヘ イ ト長老は、他の人々も同 じ

ような成功を収めることができるよう

助ける準備が整っていた。そして、デ

ビッド・0・ マッケイ大管長よ りスコ

ッ トラン ド伝道部の伝道部長に召され

るのである。その後、神権伝道委員会

の委員 となり、続いて十二使徒会地区

代表 を務め、1970年 に十二使徒補助に

召された。十二使徒補助在任中、ヘイ

ト長老はユタ州プロボに移 り、3年 間

ブ リガム ・ヤ ング大学のアーネス ト・

L・ ウイルキンソン総長の補佐 を務め、

主に大学基金プログラムの確立に尽力

した。

ヘイ ト長老に使徒の召 しが申し渡さ

れたのは、1月8日 木曜 日午後2時 頃

であった。 「ある集会に出席 している

ときに、私の秘書が電話を受け、キン

ボール大管長が私に会いたいとのこと

でした。大管長にはす ぐ折返 し電話 を

かけることにしていたので、部屋を出

て、秘書の書きつけ通 りにダイヤルを

回しました。その電話が どこに通 じる

のかわか りませんでしたが、キンボー

ル大管長が出て、次のように言われま

した。 『ヘ イ ト長老、私は今神殿内に

います。大切な用件でお話 したいので、

至急お出で願えませんか。』 神殿に向

か う途中のことを私は生涯忘れないで

しょう。ステーキ部大会 で大変な失言

でもしてしまったのだろうか。メルケ

ゼデ ク神権部のディレクター としての

働 きが足 りなかったのだろうか。いろ

いろな思 いが私の脳裏 をかすめました。

けれ ども十二使徒の空席を埋めるなど

とは思 って もみませんでした。教会に.

は、この召 しを受けるにぶさわ しい立

派な人が大勢います。私は一度 も教会

の地位 を望 んだことはありません。本

当に一度もあ りません。キンボール大

管長は神殿に着いた私 を部屋に招 き入

れ、召しのことを告げられました軌私

はあのときの経験を決 して忘れること

はあ りません。

若い頃アイダホにいた私は、世の偉

大な神学者や思想家はこの教会や末 日

聖徒 をどう見ているだろうか、 とよく

心 を煩わせたものです。私は、彼 らが

人間について素晴 らしい寛大な考え方

を持 ってお り、入間性 にも富んだ人々

であることを認めていました。 しかし、

長年実業 界や軍や、大学 で 多 くの立派

な人々に会い、共に働き、語 らい、彼

らを観察 してきた私は、若い頃わずか

に心に掛かっていたことが、実は何の

根拠 もないことがわか りました。ほか

の人々は私たちよりはるかにす ぐれた

考え方を持っていると考えていました

が、実はそうではあ りませんで した。

私は自分が見聞 きし、経験 した事柄 を

もって皆 さんに申し上げます6す べて

を具 えておられる御方は主御一方であ

ると。主は、私たちが幸福 を得るため

に必要な素晴 らしい概念、真理、喜び、

組織 、計画、ビジョンをすべて持 って

お られます。このことを証で きること

は喜びです。私が福音についてどのよ

うに感 じているか、また人々を救い、

永遠のビジョンを抱かせるこの偉大な

栄 えある責任 をいただいて、どの よう

な心持ちでいるか を、皆 さんにおわか

りいただきたいと思 います。これに匹

敵する栄誉ある責任 はこの地上にはあ

りません。何ひとつ ありません。主 と

その御計画こそ、私 たちに解答 を与え

て くれるのですd



一

主はなぜ祈 りを

定められたか

十二使徒評議員会会員

ブル ー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー

ソ ル トレー ク神殿にある+二 使徒評議員会の部屋の西側
の壁に、主イエスがゲッセマネの園で御父に祈 ってお

られる場面 を描いた絵が掛かっている。

この園で私 たちの主は、た とえようのない苦 しみの内に、

御父に向かい、限 りない永遠の贈いを完成させ るための強

さを下さるようにと嘆願 されたのである。主は、肉体的に

も霊的にも、人知の及ばぬ苦 しみを受けられた。その苦 し

みは、やがて来る十字架上の死の苦 しみをも、取るに足ら

ないもの とす るほどのものであった。

これまでささげ られた祈 りの内で、また今後ささげられ

る祈 りの内で、それをざさげる者が神々にせ よ、天使にせ

よ、あるいはまた人にせよ、およそこの祈 りの右に出るも

のはない。他のいかなる祈 りに も増して、崇高で気高 く、

また秀でた祈 りである。

エルサ レムの城壁の外にあるゲッセマネ という名のこの

園の中で、アダムの種族の内で最 も大いなる御方、そして

思いも言葉 も完全であった御方が、人に とって も神に とっ

て も最 も過酷であるこの試練に勝利を収め させ て下 さるよ

う、御父に嘆願されたのである。

そのオリーブの木立の中で、汚れない礼拝 と完全な祈 り

の精神で、マ リヤの御子は、人として生 まれた者に課せ ら

れ た最大の重荷に耐えながら、苦 しみ もだえた。
し じま

そのユダヤの夜の静寂 の中で、祈 りを口にしながら眠っ

てしまっ』たペテロ、ヤ コブ、ヨハネを傍らにおき、神の御

子 は、あらゆる人の罪を悔改め という条件の下でその身に

引 き受けられた。

大いなるエロヒムは、キリス トを信 じそのみ顔 を求め る、

あらゆる時代のあらゆる人々のあらゆる罪のあ らゆる重荷

を、そのとき、そこで、苦 しみ悩む僕に委ね られた。そし

て、御父の生 き写 しであった御子は、御 自身が地上に降臨

されたその第一の目的 を完成 させ るために、必要な力を求

めて天の御父に祈られたのである。

永遠 という時の流れが どちらの方向に進んで行 くかは、

いつにこの時にかかっていた。人の罪によって産み出され

た苦悩は余 りに も大 きく、それがいささかの罪 も知 らない

主の上に重 くの しかかってきたためピ、主はあらゆる毛の

孔から汗のように血を滴 らせ 、心の中で 「この苦 きさかず

きより呑 まず」に、それで 「可ならんことを欲 した」(教

義 と聖約19：18)ほ どであった。天地創造の夜明け以来こ

の崇高な ときまで、そして、この瞭いの夜か ら限 りない永

遠の未来にわたって、この ときほどの苦悩が存在したこと

もなければ、今後存在するはず もないのである。
「現在この世 を治めたまい、また無限の過去か ら無限の

将来に亘ってまします全能の主」は 「天か ら人間に降臨」

(モーサヤ3：5)し た。主は、時の初めより、あらゆる

物の創造主であり、支持者であり、保護者であった。また、

土 くれ を幕屋 としておられた。主は、この世でただひ とり、

神 を父として生 まれた御方であった。正に神御 自身の御子

であった。主は、人知の及ばない方法で、直ちに、限 りな

い永遠の蹟いの業を成し遂げられた。その結果、あらゆる

人々は不死不滅 となってよみがえり、さらにまた、信 じて

従 う人々はよみがえって永遠の生命 を受け継 ぐのである。

贈い主なる神は、アダムの堕落によって もたらされた肉体

と霊の死か ら、全人類を瞭いたもうた。

そ して正にこのとき、自ら(犠 牲の)血 を流 しながらも、

主は、かつて人のささげた祈 りの中で最 も強 く心に響 く祈

りを、身をもってささげたもうた。御子なる神は、父な る神

に向かって祈 られたが、それは御自分の思いが_御 睡
ド 　 　　　　　 　　　 　　

.こころ.に合致す.る一よ.与祈ら 漁 一で'あるで 御子は、御 自分
ド 　 　

が贈い主 として選ばれたときに御父と交わした約束を果た

したい と切に望み次のように言われた。 「父よ、御旨の成

らんことを、栄光 とこしえに父にあれd(モ ーセ4：2)

誠に、従順な御子のただひ とつの望みは、自分 を遣わさ

れた御父のみこころを行なうことであった。そのために私

たちの主は、人としての生涯を送っていた間中、絶えず祈

っておられた。イエスは、その父である神か ら、いまだか

つて持 ち合わせた人がいないほどの偉大な知性 と霊的な洞

察力とを受け継いでおられた。しか し、そのような偉大な

力 と賜があるにもかかわ らず、なおも祈 りの必要性 を感 じ

ておられた。いやむしろ、偉大な力と賜を持 っていたが故

に祈 られたと言 う方がよいであろう。 というの も、誠に人

は、霊的に完全になればなるほ ど、また知的な賜 を与えら

れれば与 えられるほど、祈 りの必要性 を深 く認識するよう

になるからである。物事の無限の計画の中で、自分の立場

を認識 している人は、その立場 を知ることにより、同時に

無限無窮の神から導 きを受ける必要があるこ とも知るので

ある。同様にイエスも、他のだれにもまして、あらゆる力、

あらゆる英知 そしてあ らゆる善の源である御父 と絶えず交

わることの必要性 を強 く盛じておられた。

キリス トは、その伝道中、十二使徒 を選びたもうた。こ

の人々は、特別の証人となる人たちでおって、 「地の極ま

で」(教 義 と聖約109：23)キ リス トとその律法について証

し、イスラエルの全家の裁 きの と.きにキリス トと共に12の

王座に座るはずの人々であった。では、この人々 を主はど

の ようにして選ばれたのであろうカ1。聖書には、 「イエス

は祈 るために山へ行 き、夜を徹 して神に祈 られた」 と記さ
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れ てい る。 こう して、御 父の思 い とみ ここ ろ とを知 るに至

ったイエ スは、 「夜 が明 け ると、……十二 人 を選 び 出 し、

これに使徒 とい う名 をお与 えに なったd(ル カ6：12、13)

主 の 逮捕 と受難 が間近 に迫 った とき、十二使徒 た ちの心

に 強 く刻 んでおか なけれ ばな らない偉大 な真理 が、 もうひ

とつ 言 い残 され ていた。 それ は、使徒 た ちが割 り当て られ

た責 任 を立 派に果 た し、キ リス トや御 父 と共 に永遠の報 い

を受 け たい と望 むな らば、 キ リス トと御 父が ひ とつ であ る

よ っに 、彼 ら もひ とつ とな らなければ な らない、 とい っこ

とで あった。 この極め て大切 な ときにあ って、主は 、偉 大

な と りな しの祈 りの 中で、 この真理 を教 え られたの であ る。

その断 片は 、 ヨハ ネに よる福音 書第17章 に書 き記 されて い

る。

主 は、復活後 もなお御 父 に祈 られ た。注意 して いただ き

た い。 これ は復 活後 の こ とであ る。 この とき、主 はす でに

栄 光 を受 け 、完全 な者 となってお られたが 、ニー フ ァイ人

に も並 々 な らない霊 的な経験 を与 えた い と考 え られた。 そ

して主 は それ を説教 に よ らず、祈 りに よって与 え られ た。

「その祈 りは書 くことが で きな い」 と
、記録に はあ るが 、

そ の祈 りを聞 いた人々 は次の よ うな証 を立て た。

「私 たちが見 た り聞 いた りしたイエ スの御 父に対す るお

祈 りは 、人の 目が まだ見 ず、耳が まだ 聞かな いほ ど偉大 で

驚嘆 すべ きもの であ る。

これ をロで言 いあ らわせ る者 もな く、筆 で書 きあ らわせ

る者 もな く、 また人間 の心で想像 で きぬほ ど偉 大 で驚 嘆す

べ きものであ る。 イエ スが、私 た ちのため に御 父 に祈 って

居 りた もうの を聞 いた とき、私 た ちの心に満 ち た喜 びは 人

間の想像 が で きな い もので あるd(IIIニ ー フ ァイ17：15-

17)

しか しここゲ ッセマ ネ では、主 は、苦 しんで いる人 、重

荷 を負 うて い る人、悩 ん でい る人全 貝の ために 、その模 範

と して、全 身全霊 を傾 け て御 父 に祈 られ たので ある。主が

どの ような嘆 願 をされ たか 、 どれほ ど深 い表現 で祈 りをさ

さげ られ たか 、 また どれ ほ ど栄光 と礼拝 に満 ちた言葉 で語

られたか 、私 たちは知 る由 もない。恐 ら くニー フ ァイ人の

間 で ささげた祈 りと同様 、ゲ ッセマ ネの 園 での主の言葉 も

書 き表 わす こ とので きない ものであ った と思 われ る。 それ

は、み た まの 力に よってのみ理解 で きるものであ ったのだ

ろ う。 ただ私 たちが知 って いるのは 、3度 にわた って祈 り

を ささげ、心 の中の思 い を打 明け られた とい うこ とであ る。

「わが 父 よ
、 もしで きるこ とで した らど うか 、 この杯 をわ

た しか ら過 ぎ去 らせ て くだ さい。 しか し、わた しの思 いの

ままにでは な く、み こ ころの ままにな さって下 さいd(マ

タイ26：39)、

こ のゲ ッセマ ネの園で 、主が御 父に 向かい 「わた しの思

い では な く、み ここ ろが成 るよ うに して く・だ さい」 と言 わ

'れ た とき
、聖 書の記 述 に よれば 「御 使が 夫か らあ らわれ て.

イ エ スを力づ け た。

イエ スは苦 しみ もだ えて、 ます ます切 に祈 られた。 そ し

て、 その汗が血 の したた りの よ うに地 に落 ちた山(ル カ22

：42-44)

ここに驚 くべ きことが記されている。よ く注 目していた

だきたい。神の御子が 「ますます切に祈 られた」のである。

あらゆる事柄を見事に成 し遂げた御方、その言葉がこ乏ご

とく正 しかった御方、その強調す るところが極めて適切 で

あった御方、御父からみたまをあふれんばか り.にいただい

た御方、地球 という惑星の埃っぽい道 を歩いた者の中でた

だひ とり完全であった御方。そのよ一う一な一棟の御廻 す

ます切に祈られた」のである。主1遡 弟姉妹に、主

緬 『べての祈り1冠同じ祈 りであるようにと

は教 え られ なか った。む しろ、大 きな必要性 感 じれ は

れ だ1、 ます ます に'深 い き ， た され て神 に願

う一 。

私 た ちは 、祈 りの律 法 につ いて よ く学び 、それ に従 って

生活 した い もの であ る。 そ うすれ ば、主 と同 じよ うに、私

た ち も主 と御 父の お られ る所へ 行 くこ とが で きる。 では、

この 目標 を念頭 に置 き、祈 りとい う栄 えあ る特権 の具 体的

な内容 を要約 してみ よ う。 そ して、いか に大胆 に、 また い

か に効 果的 に祈 るべ きか につ いて学 び 、量+fl… く

思 い'入'に しよ うで まな いか 。そ うす

れ ば私 たち も、キ・リス トの よ うに、天の 軍勢 を 自分 た ちの

もとへ 引 き寄せ る こ とが で きるので ある。恐 ら く、次に挙

げ る10項 目は 、私 た ちが 考 えてい るこ とを具 体化 す る上 で

助 けに な るこ とであ ろ うし、また私 だち 自身 の祈 りを完全

な もの にす る上 で も指針 を与 えて くれ るこ とであ ろ う。

1.祈 りとは何 か

かつ て私 たちは御 父 と共 に住 んで いた。 そのみ顔 を拝 し、

そのみ こころ を知 ってい た。御 父に話 しか け、そのみ声 を

聞 き、御 父か ら助言 と指 導 を受 けて いた。こ れが 、霊 の子

供 であ った私 た ちの前世 におけ る状態 で ある。 その とき、

私 たちは見 え る ものに よって歩 いてい たのであ る。(IIコ.

リン ト5：7)

しか し現 在私 たちは 、神 のみ前か ら遠 く引 き離 されて い

る。 もはや昔 の よ うに 、そのみ顔 を拝す る こ とも、そのみ

声 を聞 くこ と もない。現在 、私 たちは信仰 に よって歩 いて

い る。 しか し私 たちぽ 、昔 同 、 不 それ以上 に の助圭

と指 導 を必要 として いる。世 が造 られ る前 、天 のあ らゆる　
み使いたちと交わっていた頃に比べ 、はるかに必要 なので

ある。限 りない先見の明により、私たちに何が必要になる

か を知 っておられた愛の深い御父は、私たちが御父と交わ

るための手段 として、祈 りを備えて下さった。私は次のよ

うに書いたことがある。 ・
「祈 ることは、それを声に出すにせ よ、心の中にその思

いを抱 くにせ よ、神 と話す ことである。通常祈 りには、賛

美 と感謝 と礼拝の表現が含 まれている。祈 りは、神の子供

たちが永遠の御父に向かい、現世的に も霊的にも必要なも

の を求めて願 う厳粛なときである。様々な試練に満ちたこ

の世の生活を送るにあたって、自分たちを支えるために必

要であると感 じるもの を求めて祈 るのである。祈 りは告白
　

の と ・ 。'》 …"こ ナ 、f'心'
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いる精 神 とを持 った聖徒 た ちが 、その罪 を神 に告 白 し、完

全 な赦 しを得 るため に哀願す る ときで あるd(Mo禰oπ

1)oc孟γ∫ηe「 モルモ ンの教 義」p.581)

2.な ぜ祈 るのか

なぜ 祈 るのか とい う点 に関 して、根本 的な理 由が3つ 挙
『げ られ る

。

a.祈 る ことは戒め であ 祈 りとは 、人の気 ま ぐれに

よ って 、祈 りた くな ったか ら祈 る とい った類 の もので はな

い。 これ は神 の永遠 の律法 で ある。 「汝悔 い改 めて今 よ り

いつ まで も御 子 の御 名に よりて神 を呼ぶべ し」 と、神 は最

初 の神権時代 に言 われ た。 「ア ダム とその妻 イヴ とは神 を

呼ぶ こ とを止め ざ りきd(モ ー セ5：8、16)私 た ちの

時代 において も、 「求め よ、 さ らば与 え られ 、叩け よ、 さ

らば開か る るこ とを得 ん」(教 義 と聖約4：7)と 教 え ら

れて いる。教会 のホーム テ ィー チ ャー には 、 「各会員 の家

庭 を訪 れ、彼 らが声 を挙 げて もひ そか にて も祈 りをなす…

… よ う勧 め」、(教 義 と聖約20：47)る 責 任が 与 えられて い

る。 また主は 「誠命」 とい う言葉 を使 っ て 、 末 日の 民 に

次の よ うに言 ってお られ る。 「お よそ、祈 るべ き時 にわが

前 に祈 りをなす こ とを守 らざる者は 、わが民 を審 く者 の前

に覚 え らるべ しd(教 義 と聖 、・68：33)

b.正 しい祈 りが あって は じめ 、物 質的 、霊的 な祝 福

が もた らされる あ らゆ る啓不 ・bわ か るよ うに 、天の 門

は、信仰 を持 って祈 る入々 には広 く開け放 たれて い る。主

はその よ うな人々 には、義 を注 ぎ、困難iな時にあ って も守

って下 さる。そ して地 は その産 物 を生 じ、福 音の喜 びは心

に宿 る。

c.所 りは、救 い に不可 欠 であ る 責 任 を とる能 力の あ

る 人はだれ で も、王 国の造 り主 と交 わ るす べ を知 らな い

限 り、 日の光 栄の王 国 において安 息 を得 る こ とはで きない。

また 「入は どう して まだ仕 えた こ ともな く、見 も知 らず思

い もかけ ない主 人 を知 るこ とが で きよ うか 」(モ ー サヤ5

：13)と も言われ てい る。

3.御 父 に祈 る

私 たちは、御子(エ ホバ)の み 名に よって御 父(エ ロ ヒ

ム)に 祈 るよ う命 じられて いる。啓示 では 、この点が極 め

て明確 にされて いる。「汝 ちはわが名 に よ りて たえず御 父に

祈 らざるべ か らず」(IIIニ ー ファイ18：19)と 、 主 イエ ス

はニー ファイ人 に言われ た。 しか しなが ら、今 なお、 キ リ

ス ト教 の諸 教派の 間で 、また ときには真 の聖徒 た ちの 間で

も、驚 くほ ど大勢 の 人々が、偽 りの教 え と偽 りの慣 行 に従

って いる。

また、いわ ゆる聖 人に対 して祈 り、その聖 人に キ リス ト

に対す る取 りな しを嘆願 す る人々 もいる。様 々な教派め 公

式 の祈疇 書 を見 る と、御 父に対す る祈 りもあ り、御子 に対

す る祈 りもあ り、 さらに聖霊 に対 す る祈 りも.ある。教 派に

よっては、 キ リス トの み名に よって祈 りをささげ るのが慣

習 どころか 、例 外 とさえな ってい る場合 が ある。 また、私

たちの主に直接嘆 願す るこ とに よ り、何 か主 と特 別 な関係

を得 る こ とが で きる と感 じて い る人々 もあ る。
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私 た ちが御 父 に祈 る とき、 その答 えが御 子か ら来 るのは

事実 で ある。 「神 と人 との間の仲保 者 もただ ひ と りであっ

て 、 それ は人な るキ リス ト ・イエスで あ る」 「1テ モテ2

：5)か らであ る。例 えば ジ ョセ ブ ・ス ミス は 、疑 問 の汐

解 答 を求め て、御子 の み名に よらて御 父に祈 った。 それに

答 え る声 は、御父 のみ声 では な く御 子 のみ声 であ った。 そ

れは、 キ リス トこそ私 たちの代弁者 で あ り、仲保 者で あり、

(御 父の下 に)こ の地球 を治め 、支配 してお られ る神 だか

らであ る。 ・

また時 には キ リス トが 、御 父 か ら与 え られ た権 能 に よ

って 、あたか も御 自分 が御 父 であ るか の ご と くに語 る特権

を行使 した も うことが あ るの も事 実 であ る。 つ ま りキ リス

トは 、1人 称 で話 し、御 父 のみ名 を用 い るので ある。 これ

も、御 父が御子 に御 自身のみ 名 を託 されたか らに他 な らな

い。 この点に関 して完全 な説 明 を求め る人々は 、 「御 父 と

御 子。大 管長会 と十二使 徒会 とに よる教 義 の解 説」 とい う

公式 の宣言 を参 照す る とよい。 ジェー ム ズ ・E・ タル メー

ジ長老 の著書 「信 仰 箇条の研 究」 の612ペ ー ジ以 降に この

宣言が掲 載 されて いる。

同様 に また、私 たちや あ らゆ る予 言者 たちが 、作 法 にか'

な って、主 な るエ ホバ(キ リス ト)に 賛美 の声 を挙 げ るの

も事実 であ る。私 たちは 、その神聖 なみ名 に対 して、 「ハ

レルヤ 」 とい う叫 びにあ る ように、正 しく賛美 を ささげ る

こ とがで きる。 「ハ レルヤ」 とは、 「ヤー」 をたた える、

あ るいは「エ ホバ」をたた え るとい う意味 であ る。 しか し私

たち が明確 に理 解 しておか なけれ ばな らない こ とは、.匙

はいつ 御 ハ ゆ るの"あ って、御 に祈 るの幽 〕

い うこ と して いつ も稚 のみ に よって祈 る とい

嘩
4.現 世 的 な、 また霊 的 な祝福 を求 めて祈 る

私 た ちは、 それが現世 的な ものであれ 、霊的 な もの であ

れ 、真 に必要 とす る もの はすべ て祈 り求め る資格 が ある し、

'ま た その よ うに期待 され てい る
。 しか し無制 限に嘆願す る

権 利は ない。私 たちの願 いは 、正義 に基づ いた もの でなけ

れ ばな らない。 「求 めて も与 え られな いのは 、快 楽の ため

に使 お うとして 、悪 い求 め方 をす るか らだd(ヤ コブ4：

3)

ア ミュ レ・クは、何 を求 め て祈 るべ きか とい うこ とを説明

す るに あた って 、憐 みや救 いの他 に 、作物 や家畜 の群 れや

田畑な どにつ いて も挙 げて いる。(ア ルマ34：17-29参 照)

主 の祈 りの中 では 「わた したちの 日ご との 食物 」(マ タイ

6：11)の こ とが言 われて いる し、ヤ コブ は知 恵 を求 めて

祈 るよ う教 えて い る。(ヤ コブ1：5参 照)こ れはつ ま り、

原則的 には、 の属性'"べ る とい うこ

とで ある。近代 の啓示 では次 の ように言 われ てい る。 「汝

らに命ず 、すべ て何事 も……神 に願 うべ しd(教 義 と聖約

46：7)ま た 、ニー ファ イも次 の よ うに言 ってい る。 「自

分 たちの働 きが 自分 の身 も霊 も救 われ るよ うに天 の御 父が

その働 きを祝福 した もうよう、キ リス トの御 名に よって ま

ず天の御 父に祈 らな いでは主 の御 前 に どの よ うな働 きもし
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もし願い求むれば、啓示 を啓示の上に受け、知識の上に知

識 を受け、か くて悦びをもた らし永遠の生命をもたらすべ

き奥義に して平和なることを知るを得べ しd(教 義 と聖約

42：61)

知恵 と正義 にかなって必要 と思われ るものはすべて祈 り

求めなければならない。これは明白である。私たちは証を

求め、啓示 を求め、また、みたまのあらゆる賜を求めなけ

ればならない。 この中には、教義 と聖約93：1に ある、主

のみ顔 を拝するとい う約束の成就 も含 まれている。 しかし

他の様々な願いにも増 して、私たちが願 い求めるべ きこと

は、 》 ラおい 恥畳 緊慰ナ六わ りを持つことであ り、

来世においては永遠の 命 相 ることである。ニーファイ

人の12人 の弟子たちは 「切 に望むこと」 として、モルモン

経の記録によれば、・「聖霊 をかれらに与えたもうことをね

がったd(IIIニ ーファイ19：)ノ 辺-一 と

ク～愛 益ゑ購 ロ鋤 賜1"あ り、圭た同様に、永塵
.

を通 じ.で得 為ζとの できゐ最太の賜 は胃永也 ム'あ る。
ら1他 人のために祈 る

私たちの祈 りは、利己的なもので もなければ、 自己中心

的な ものでもない。私たちは、あらゆる人が霊的な平安 を

得 るよう願 っている。私たちは、御鯉 らゆる 丑 ・

Qゆ イエスは・偉大な取 りなしの祈 りの中で、

次のように言われた。 「わたしがお願いするのは、この世

のためにではな'く、あなたがわたしに賜わった者たちのた

めですd(ヨ ハネ17：9)し か し、主は同時に次の ように

も命 じられた。 「あなたがたの敵 を愛 し、のろう者 を祝福

し、憎む者に善 をな し、さげすむ者、迫害する者のために

祈れd(欽 定訳マタイ5：44)

そのため、ちょうどキ リス トが 「すべての人の救主、特

に信 じる者たちの救主」(1テ モテ4：10)で あるように、

私たおも.す鳳てのム鋤 近。し_一 め、

家族1忽 ぬ_鍬 為盒般磁 齢 純 尋 醐 醐 ご

鳳 知　 滋 人客餌 ぬに，鋤 瓢 る。私た

ちが特に関心を払 うのは、 「信仰ある家族」(教 義 と聖約

121：45)の 中にいる病人であ り、また、回復 された福音を

研究 している人々である。ヤ コブは教会員に対 して次のよ

うに言 っている。 「いや され る'こ'・ ， な

ざ滋 一 いに力が 「 ホ であ

る{」 諏 一)ま た、私たちの教会の集会に出席し、

寡理 を探究 している人々に関して、主イエズは、そのよう
な人々が悔い改めてバプテスマを受けることを望んで、「汝

らはこれがためわが名によりて御父に祈るべ きなり」(III

三一ファイ18：23：30も 参照)と 言 っておられる。

右.い つ、どこで祈 るのかY
「いつも祈 らな くてはならない」(IIニ ーファイ32：9

参照)と 、聖 典に書かれている。これはつ まり、定期的に、

毎 日祈 るということであり、また、レ}つも心の一 こ祈 りの

_ζ 捻為 よ瓜あゑ。そうするときに、

9

思 い と言葉 と行動 は 、いつ も、永遠 の御 父か ら喜 んで いた

だけ るよ うな もの となるであ ろ う。ア ミュ レ クは 「朝 も昼

も晩 も」祈 るよ う説 き、 また、ひ と りで部屋 にいるときも、

秘密 の所 にい る ときも、 また野 にい る ときも、心 にあ るこ

とを主 に打 ち明 けて祈 るよ うに と言 ってい る。(アルマ34：

17-29参 照)イ エ スは、個 人の祈 りと家 族の祈 りを行 な う

ように命 じられ た。 「た えず 目を覚 して祈 ら ざ るべ か ら

ずd「 汝 らの妻子 が祝福 を受 くるよ う、た えず わが名 によ

りて家族 の祈 りを御 父に捧 げ よd(IIIニ ー ファ イ18：15、

21)

現 在 の教会 の慣 習 では 、一 白に2度 家族 の祈 りを行 ない、

それ に毎 日個 人的 に祈 り、 さ らに毎 食事 時 、食物 を祝福 し

(た だ し、公衆 の面前 や ぐ祈 りをささげ るこ とが いか に も

これ 見 よが しの場 合や不 適 当な場 合 は除 く)、そ して集会 に

お いて適切 な祈 りを ささげ る。 以上 の こ とが 日課 になって

い る。

7.ど の ように祈 るか

鑓 隔麟 聾署髪需
名によって行な うのである。

時間と条件が許せ ば、罪の告 白をし、個人的な問題につ

いて主の導 きを求め、主の優 しさと恵み深さを賛美する。

そして、主 とひとつの状態になれるように、礼拝 と信義の

言葉を用いて祈 る。

祈 りを受け入れられるもの とするために、これまで見逃

がされ、ないが しろにされていた と思われる、極めて大切

な指針 をふたつ挙げておこう。

《)塾 些 函 単なる諜 だけでは+分 でな… いた
ず ちに繰 り返 してばか りいるの も不十分 である。文学 的に

優 れ た表現 を用 い るこ ともさほ どの価値 は ない。誠 に、祈

りに お け る真 の雄 弁 さ とは 、 言葉 の見事 さにあ るの では

な く(無 論 、これ も求 め られて しか るべ きでは あるが)、 言

葉 に伴 う気持 にあ るので ある。そ こに用い られた言葉が い

かに稚 拙であ ろ う と構 わ ないので ある。 モル モ ンは次 のよ

うに 言った。 「あ りたけの"・ つ くしてノ ハ 弓 」(モ

ロナイ7：48)さ らにまた、 「人が真心でな く祈る時は

悪い事 と認め られる。神はこのような祈 りを聞き届けたま

難蕪総1翻 難ll灘
ある。 「一 信 ∫ セ ，"塩 与

えらるd(教 義 と聖約42：14)「 汝らもしすべての罪をド　 　 　
洗 われて潔 くせ らるるな らば、 イエ スの名 に よ りて何事 に

まれ欲 す る ところを願 え、 さらば皆 与 え られんd(教 義 と

聖約50：29)ま た 、来 た るべ き福 千年 では、祈 りは完全

な もの となるが 、この時代 につ いて聖典 には次の よ うに言

わ れてい る。 「またその 日には 、お よそ何 人の願 うところ

もこ とご とく聞 き届 け られ んd(諏 義 と聖約101：27)

8.自 由 意 志 と祈 りを共 に用 いる

いつの時代 で ありて も、私 たちが祈 りに よって主 に願い
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求めることの多少にかかわ らず、あらゆる問題や懸念にこ

とごとく答 えを受け、'私たちの方で何 らの苦労 も努力 もし

ない㌔と・いうのは、主が意図す るところではない。この死す

べ き世は、試しの生涯である。この間、私たちには 自由意

志がある。現在私たちは、様々な状況にどのように対応す

るか、またいかに物事を決定するか、さらに、見瓢 の

搬 ，曇傭 って興 轡
・とい た こ と 量 て いる最 中 なので あ る。 それ故 私

たちは、自分 自身で問題 を解決 した で、祈 りによって主

に助言を求め、それで自分の決定が正 しかった という霊的

な確信 を受けるべ きである。

ジョセブ ・ス ミスが、モルモン経の翻訳の仕事に着手 し

たどき、彼は、金版上の文字が何 という意味なのか、ただ

単に主に尋ねるようなことはなかった。むしろ、彼に求め

られたのは、心の中でそのこ とについてよく思いはか り、

自分自身で決定を下 し、その上で、その結論が正 しかっだ

かどうか を主に尋ねるとい うことであった。(教義 と聖約9

：8、9参 照)私 たちの召されている仕事 でも皆同 じであ

る。聾 努一 る。私たちが 自分のでき

る限 りのことをし、その後、力強い効果的な祈 りによって

主に指導を仰 ぐようにすれば、私たちに も、 ・結論
も ハヘ ノ ヘ ヘ ヒ　　レハば バけが 　

導き出せる匁窪 につ くのである。

石辮 げあ諸形式に従 う'

祈 りの形式は(数 は多いが)単 純かつ平易であって、真

心からの効果的な祈 りとは不可分である礼拝の精神 を高め

る上で、一助 となるものである。私たちの御父は1・すでに

栄光を受け、昇栄された御方である。また全知全能の御方

でもある。それに比べれば、私 たちは、地上のちりに等 し

い存在である。 しか しなが ら、私たち神の子供たちは、祈

りを通 じて、神に近づ くことができる。祈 るときに、神に

対する尊敬の念を増す気持 を起こさせ る行為は、皆良いも

のである。

私たちは、，祈 りの中で聖 きみたまの導 きを求める。また

心の中で、永遠の厳粛 さについて思い巡 らす。畏敬 と尊崇

と礼拝の精神で神に祈 りをささげ、静かに、また厳かに話

しかける。そして、その答えを耳を傾けて待つ。私たちは

最：も望 ましい状態で祈 り、神のみ前にいるのである。

それ故私たちは、ほ とんrど無意識の うちにこうべ を垂れ

たり、目を閉 じた り、腕 を組んだ り、ひざまずいた り、ぬ

かずいた りする。神聖な祈 りの言葉を用い、だれかが会衆

を代表 して祈るときには、アー メンと言う。こうして、会

衆の思いも自分の思いも、また会衆の祈 りも自分の祈 りも

ひとつの ものとなるのである。

10.祈 りを実践す る、
「できそうもないことを祈 るな」 という、古いことわ ざ

がある。これは、祈 りと行ないは不離一体の関係にあると

いうことである。そして、私たちの一 私

たちり蝉 颪る訟 ぬう。忌点 ゑ轟 鋤 る。私たち

は祈ったとお りに行動す る。私たちの正 しい祈願は、私た

ちの行ないを正 しい方向に導 く効果を生む。.伝道に出られ
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るように と(熱 心に、真心から、信仰 をもって)祈 る少年

は、自ら進んで伝道に出るための備 えをなし、やがて現実

にその召 しを受ける。常に信仰 をもって、神殿で結婚 した

いと祈る青年は、それにふさわしく行動 し、決 してこの世

の結婚で満足す ることはない。祈 りと行ないは、これほど

までに深 く結びついているのである。ア ミュレクは祈 りの

律法について詳細に説明した後、次のように結んでいる。
「たと'こ らのこ無 な無 獅 一 者

一 覇んで賄者　ある
い「は悩んでいる者を見舞わず、持物があ りナが その玄分

を貧 ピじ噺 ご施 ざrいrら ば、あなたたちの祈 りは空 しく

養三：禦製 顎郊=麺 藪;鋤 雌 の言薫露定
騒 難.然 ユ立三騨d(ア ルマ34：28)
これまで、簡略かつ不完全ではあるが、祈 りについて、

またそれに伴 う偉大 な永遠の諸原則の一部について説明

してきた。最後に、もうひ とつす るこ とが残 っている，

それは、今 まで説明 してきた教えが正 しいものであ り、祈

りは永遠の生命へ導 く生 きた原動力であると証することで

ある。 、
　

磁難 籔鎧 饗i華茎盛・吾.卯で反抗的な人には、祈 りは、精神的に不安定な状

態か ら生 じた、無意味な信心の行為 と映るか もしれない。

しか し、ひ とたびその実 を味わった人々にとって り

は 、常 に 人生 の嵐 の中に おけ る錨 とな るの" .る。

祈 りは神によって定め られた。それは、異教徒たちの空

虚な暗唱句 とは異な り、祈疇書の美辞麗句とも異な り、不

誠実で好色な人間のざれ言とも異なる。弊 ら

生 まれ、 キ リス トを信 じる信仰 に よって育 て"・

真実でささげられ るものなので る。

ネ 、一'平 安に至る門を開け、来世では永遠

の生命に至 る門 を開けている。祈 りは救いに不可欠である。

私たちが祈 りを生活の一部に し、私 たちの御父に語 りかけ、

みたまの力によって、み声の答'えをいただいては じめて、

私たちは罪の状態から抜け出す ことができるのである。

神 生命真理へ 誘いたもう

主よ祈 りの道 教 えたまえ(讃 美歌176番)

これまで申し上げてきたことについて、私は証し、御子

のみ名によって御父に祈る。すべての末日聖徒 と、やがて

この群れに加わる世の人々は皆、一 ずる

一 の賦 嵐一 と訟 鴛、

来たるべき世では永遠にあらゆる良いもので満たされるで
へん るゐ 　ゆ ガヒもがへ 　へ ゆ が ゆ が み 　ブヘ キゆ ゆ が が ニ

あ ろ う。 誠 に 然 り 、 ア ー メ ン 。
・・剛一 撫婦一，

☆ ☆



祈 りと予 言者 ジョセ フ

トル ー マ ン ・G・ マ トセ ン

1972-73年 にカ リフ ォルニアで

行 なわれた 「宗教講座 」の話 よ り

私 は大勢の人々か 畝 のように尋ねられる・ 「予諸 ジ
ョセ ブ ・ス ミスは、14歳 とい う年齢 で、 どうして森へ

行 き、それ まで 口に出 して祈 った こ とが なか った とい うの

に(つ ま り、以前 、心 の 中では祈 った こ とが あ る とい うこ

とであ る)、 最 初 の祈 りで、あの よ うに偉大 で驚 くべ き祝

福 を受 け るこ とが で きたの ですか。 ジ ョセ ブは他の 人々 よ

りは るか に大 きな信仰 を持 ち、は るかにふ さわ しか った と

い うことです か司

これに対 す るひ とつの解 答は 、予 言者 ジョセ ブ ・ス ミス

が受 け たお とずれ が 、彼 ひ と りの祈 りに だけ答 えた もので

は なか った とい うこ とであ る。文字 通 り何 百万 とい う人々

の 、 また恐 ら くは幕のか なたへ去 った人々 をも含 めて、何

世 代 に もわた って福音 の回復 を願 い求め てい た人々の祈 り

に対す る答 えだ ったのであ る。事 実 これは 、何億 とい う人

々が さ さげて きた 「御 国が きます よ うに」(マ タイ6：10)

と い う祈 りの言葉 の成就 であった。 これは 、極 めて大切 な

考 え方 で ある。私 たちは ひ と りで祈 って いるのでは ない。

私 たちは 、近代 の大 きな流 れの一部 として祈 って いるので



あ り、その流れの中で、力 を与 えられているのである。私

たちが器になりたいと心か ら望むならば、あるいは、いさ

さかでもその気持があれば、類 まれな特権が私 たちには与

えられる。その中には、聖霊のもたらす権威や賜や祝福、

それに、神権 という無上の祝福 も含 まれる。

ジョセブ ・スミスの祈 りの生涯の中で特筆すべ きことは、

その親密さである。 「彼は兄弟たちに、幼な児がへ りくだ

って親の もとへ行 き、その心の望み をうち明ける信仰、そ

のような信仰こそがあなた方に とって必要である」 と語っ

た。(LザθげHe6e7C.K加bα 〃 「ヒーバー ・C・ キンボー

ルの生涯」pp.69、70)神 について語るとき、また神に語

りかけるとき、 「はるか遠 く」の存在 として、また全 く異

なった、超越的な存在 として語るのが、神に対 して敬意 を

表わすことであると考えている人が大勢いる。そのような

人々の描 く神の姿は、姿 を持 っていた としても、何か極め

て高度な原則のような ものであるか、あるいは 「純粋な知

性」のようなものであるか、あるいは識別 できない光のよ

うなものであるかそのいずれかである。だが、ジ ョセブに

とって宗教の第一原則は(そ れはまた、祈 りの第一原則で

もあるが)神 が父であることを確実に知 ることである。そ

して、神 と私たち との間に個入的な結び付 きがあるという

ことを知 るだけでな く、神がひとりの御方であり、また最

も高い最 も完全な御方であるということを知ることである。

また、ちょうどモーセが 「人がその友 と語るように」(出

エジプ ト33：11)語 ったと向様、私たちも神 と語 ることが

できるということを知ることである。次に挙げる一文は、

ダニエル ・テイラーの記録である。予言者ジョセブが、そ

のような親密 さを示 した好例である。
「私は男女 を問わず、人々のささげる祈 りをたびたび耳

にしてきた。特に男性教育の面でも知性の面でも全 く無学

な者から、知識に富み、弁舌に長 じた者に至るまで、いろ

いろな人々の祈 りを耳にしてきた。 しかし、あたか も造 り

主がそこにおられるかのごとくに、入が造 り主に向か って

祈 るのを耳にしたのは、ジョセブの祈 りが初めてである。

まるで、心や さしい父親が、忠純な息子の悲 しみに耳を傾

けて下さっているかのようであった。ジョセブは当時、無

学であった。しか しその祈 りの大部分は、ジョセブを邪道

に入って罪に陥っていると責めた人々のためにささげられ

た祈 りであった。ジョセブは、主よ、彼らを赦 したまえ、

そして彼 らも正 しく物事 を見ることができるようにその眼

を開かせたまえ、と祈 った。その祈 りは、私のヘ リくだっ

た心で申し上げれば、天か らその知恵と雄弁 さとを授かっ

たような感 じの ものであった。見えすいた言葉で飾 ること

もなければ、熱狂 して声を張 り上げることもなかった。工

度、人が 革 弓 ・る底 嬉麺 鮫 紘 ゑ£ 藻添」奪々とLな

会話体であった。私 には、あたか も幕が取 り除かれて、
　 　ゆ 　 い 　ド　　 　げ　め　 　が　びが コびび いてモへいぼぱゼ　 　　　い　　　ぽぴにへ　

私が出会った主の選裂中て橘最 も謙遜な簾ジーヨごヒスのす・ぐ

曄 讐 残 聖 竃5鰻 凝 鰹 瞭 賦 引(『ダニエル・
子 イラー の回想録』 」蜘eη漉 瓦8撫 伽 ¢ 「ジュブ ニ ル ・イ

ンス トラ クター」27：127)

こ こ で予言者 ジ ョセ ブの祈 りにつ いて、彼の経 験が私 た

ち 自身の経験 とどの よ うな点で一 致 してい るか 、 また、私

たちの経 験 を どの よ うに強め て くれ るか 、 とい う観 点か ら、

基本 的な疑問点 を少 し提 起 してみた い と思 う。
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ジ ョセ ブの祈 りは短か っ たのだ ろ うか、長か ったのだ ろ

うか。教会へ の改 宗者 であ った メア リー ・エ リザベ ス ・ロ

リン ズ ・ライ トナ ーは 、当時 まだ14歳 であ ったが 、母 親 と

共 に予言者 の家へ行 き、素 晴 らしい説教 を聞 いた ときの様

子 を記録 して いる。 その とき、予 言者 の顔 は美 し く輝 き、'

予 言者は 、 キ リス トが 身近 にお られ る と証 した。 それか ら

ジ ョセ ブは、 その場 に いた全 貝に、 ひ ざまず くよ うに言 い、

祈 り始め た。 ライ トナー は次 の ように記録 して いる。 「私

は、それ以 来 、あの よ うな祈 りは聞 いた こ とが ない。私 は

彼 が主 に話 しか けて いる よ うに感 じた。 そ して 、力が私 た

ち全員の上 に留 まった。その祈 りは非常 に長 か ったため 、

そ こに いた人 々の中 には、立 ち上 が って休息 を とり、 それ

か らまたひ ざまずい た人 もいたd(P∫ α瑠qノ.E伽 αゐe統R.

L∫g痂 飢 「エ リザベ ス ・R・ ライ トナー の 日記」、BYU特

別 収 蔵文庫 よ り、p。3)

一 方
、 カー トラン ドの家 にいた ときの こ とで ある。 食卓

には 、ほんの 少 しの 食物 しか なか った。彼 は立 ち上 が って

こ う言 った。 「主 よ、 この とうもろこ しパ ンに感謝 します 。

私 た ちに もっ とよい もの を送 って下 さるよ うお願 い します 。

アー メンd間 もな く戸 口で ノックの音 が聞 こ えた。そ こに

は、ハ ム と小 麦粉 を持 った男の 人が 立 っていた。予 言者 は

喜 ん だ。 「わか ったか い 、エマ。私 は、主が祈 りに答 えて

下 さる ことを知 って いたん だd(」 加θπ漉 血5畑c置07「 ジ

ュ ブ ニル ・イ ンス トラ クター」17：172)こ の場 合 は、

簡 潔 な祈 りであ って、決 して長 い もの ではなか った。

結局 、長 い祈 りもあれば短捻 紘L乱 奔ゑ 、 とい うこ とで
紬齢帖欄_騨 ・岬 一岬剛"「 、

ある。

予 言者 ジ ョセ ブは、主 に 、「父 よコ と呼 びかけ たで あろ う

か 、それ とも他に何 か特別 な呼 びかけ方 を使 ったで あろ う

か。 ほ とん どの場合 、彼 は 、 「私 た ち の 父 よ」 あ る いは

簡単 に 「父 よ」 または 「主 よ」 と呼 びかけ た。 そ して 、そ

の呼 びかけ の言葉 を形容詞や 麗 々 しい言葉 で飾 ろ う とは し

なか った。 その よ うな形容詞 がふ さわ しい こ ともあ るか も

しれ ないが 、彼に とって は、簡単 な 「父 よ」 で十分 であ っ

た。 そ してこの点 で も、 また他 の数 多 くの点 で も、彼 の祈

りは、 キ リス ト御 自身の祈 りの形 式 とよ く似 ていた。

彼 は折 にふれて 、次の ように言 った、 「隣家へ 行 って、

『製粉 所 まで行 くのに馬 を借 りたいん です が』 と言 うの と

同 じように、単 純明快 に 、自分 の欲 しい もの を求 めな さいd

(」励eπ漉 血5伽cJo7「 ジ ュ ブ ニ ル ・イ ン ス トラ ク ター 」

27：151、152)つ ま り、直 接的 に、心やす 然に新 る

弊 凄る・
けれ ど も、神聖 な場面 で予言者 が公式 に祈 った ときには 、

その祈 りは一 種 の儀試 とな った。その ような祈 りの ぴ とつ

が 、 カー トラン ド神 殿の献 堂式 で ささげ られ た祈 りであ る。

この祈 りは 、教義 と聖約 第109章 に 記録 されて いるが 、こ

れは以 後の献堂 式の祈 りの 原型 となった。 ジ ョセ ブは ここ

で主か ら祈 りとして さ さげ るべ き言葉 を与 え られ てい る。

そ して 、その言葉 を主 に ささげたので あ る。循 環 してい る

だ けだ とい う印象 を持つ 人 もあろ う。 しか し、こ こで予 言

者 が教 え よう として いる こ とは、(J・ ルーベ ン ・クラー

ク ・ジュニア副管 長が述べ たよ うに)私 た ちが ・え 逝 り

麹 なけれ1勢 と鯉煤 蹴 ム鋤嘱蹴
じ糎 難魚 臨劇蜘変 いう誌 競 誌
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い るよ うであ った ため 、彼 らは黙 してい るこ とが で きず 、

神 に ホザ ナの叫 び をあげず にはい られなか ったd(「 教 会歴

史」2：392)

そ して、彼 自身 につ いて 、次 の よ うに書 いて いる。

「これ らの定 員会 が退 出 した後 、私 はみ た まに満 た され

た まま家路 につ い た。夜眠 らずに 、静 か に過 ごしてい る間

中 、私 の心 は神 と子 羊に ホザ ナ を叫 んで いた。 また、私が

眠 りについ て 目を閉 じる と、主の示現 が 快 く私 を包み 、主

の栄光 が私 を取 り巻 いたd(「 教会歴 史」2：387)

こ の 出来事 か ら、 多 くの ことを学 ぶ こ とがで きる。

しか し、私 た ちが ふ さわ し くない と感 じた ときには 、 ど

う した らよいの だろ うか。予 言者 自身 、エマに 宛て た手紙

の 中で次 の ように書いて い る。「私 は 、 自分 の生涯 の これ ま

で の出来事 を皆振 り返 ってみ たが 、私 の愚か しさの ために 、

ひ と り嘆 き、また悲 しみ の涙 を流 したd詳 しく研 究す れば

わかるが、予言者さヒ)ブ矛言者は皆 ・.こゑ した悲しみに沈

んだ夜 の こ とを知 って い るし、同 じよ うな苦悩 を味 わって

い る漁 私 た ちの言い伝 えに ある偉大 な人々 も皆 同 じであ っ

た。例 えば 、ニー ファイ を例 に挙げ てみ よ う。彼 はその第

一 書の 中では
、極め て純 粋 な信 仰 を もって諸 々の事柄 を記

録 してい る。 その ため 、 その ような恐れ を抱 い た り、信仰

が ぐらつ いた りした ものか どうか いぶか し く思 うか もしれ

な い。 しか し事 実 、彼は その賛歌 の中で次 の よ うに言 って

い る。 「私 は嘆か ざ るを得 ない。私 が喜ぼ うとす る と、 自

分の 罪の ため に 、私 の心 は くじけ て しま うd(IIニ ー ファ

イ4：17-19参 照)そ して さらに、彼は全 身の 力 を振 りし

ぼ って次 の ように祈 って い る。 「おお主 よ、 われ を包み た

まえ、 われ を助け た まえd(IIニ ー フ ァイ4：33参 照)そ

の ような霊 的な浮 き沈み は、だれ にで もあ る もので ある。

しか し もしも私 た ちが皆 完全に な るまで待 っていた ら、教

会 では一体 どん な仕事 が で きる とい りのだ ろ っか。

予 言者 が、壮大 な示現 の中 で、異国 の地 にい る十二 使徒

の うち少な くとも9人 の使徒 を見た こ とを覚 えて いる こ と

と思 う。(彼は その異 国の地が イ ギ リスだ とは言 って いな い

が 、彼 らは結果 的に はイ ギ リスへ渡 った.)彼 は、使徒 た ち

が 円 くな って集 まってい る光景 を見 た。彼 らは履 く靴 もな

く、むち打 たれ、衣服 も裂 け、失意 の どん底に あった。彼

らの上 の中空 に、主 イエ ス ・キ リス トが立 ってお られ た。

そ して予言者 に は、主が そのみ姿 を彼 らに現 わ し、手 を差

し伸べ て 引 き上 げ よう としてお られ るのが 、手 に取 る よっ

にわか った。 しか し、使徒 たちには主 が見 えなか った。救

い主 は彼 らを見 て泣かれ た。私 たちは 、この示現 の話 をふ

た りの兄弟 か ら伝 え聞 いてい る。 ジ ョセブが この示現 につ

いて詳 しく話 をす る とき、涙な しでは語 るこ とはで きなか

った、 と言われ てい る。なぜ であ ろ うか。なぜ 彼は それほ ど

までに心 を動 か され るの であ ろ うか。 それは 、 キ リス トが

御 父の家族 が皆 、主のみ も とに臆 す るこ とな く来れ る よ う、

喜 んで地上 に降 臨 して下 さったか らであ る。 罪 を犯 した と

き私 たちの身 の上 に何が 起 こるか 、主 は よ く御 存知 であ る。

また 、主 が私 たちの思 い も関心 も皆 よ く御存知 である こ と

も知 って いる。人生 におけ る最 大の 悲劇は 、主が その心 を

愛情 で満 たす ために代価 として 肉'体にあの ような恐 ろ しい

苦 痛 を受 け 、そ して私 た ちを助 け る備 えを して喜 んで手 を

差 し伸べ て下 さってい るに もかか わ らず 、私 た ちの方 で主、一

壼嚢け丞狂る余地1をな，くレて主 を拒んでしま うことである・

私たちは顔を.ヒげて差 し伸べ られている手にすがることを

せず、ただ下ばか り見ているのである。

私たちの生活の中でも、ある種の特権を受けるに多少な

りともふさわしくな りたいと感 じさせ るものがあるか もし

れない。 しかし、私 たちが決して資格 を失わないものがひ

とつ ある。それ力鯉 よである。私はこれについて証する。

予言者ジョセブ ・スミスは、それを教えただけでな く、実

践 した。私たちは精神状態のいかんにかかわらず、主のみ

もとへ行 くことができるし、また行かなければならない。

主が私たちに門を閉 ざされることは決 してない。.主1，む。私.

蔓 女 量五必要なよ嘉に御息 身を呼斌求めみ 愚壱を碓齢 ら

膨 。露.ら れ る。.，そして～.最も必要などき、どいゑのが漏私

た々曝 録 認 わ以 劇 ・疲卜感 ・懸 上きヱ あるこ志が・

度々である。

最後に証 を述べたい と思 う。私たちには、近代の予言者

ジョセブ ・ス ミスの生命力あふれる、生き生 きとした祈 り

の模範 があ る。彼の祈 りこそ、密接な触れ合いであ り、

人生 を変える祈 りである。しか しそれに加えて、予言者は、

祈 りとは主観的なものではないと絶 えず説明している。そ

れは、単なる自己催眠ではない。これか ら進むべ き計画 と

道で魚 鄭 忍 なちけ、その祈 りによっぞ糞 際1三幕 を裂き、

そし危キリス トを通じて生ける神の生けるみ手を受 け入れ

るのである。この証をイエス ・キ リス トのみ名により申し

上げる。アー メン。

、1
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日々の 恵み

どうしてキャシーは

私 と違うので しよう

ジ エ ー ン ・P・ コ ピ ー

私 が11歳 にな った とき、父母 は私 に美 しい古典 文学 の本

を1冊 プ レゼ ン トして くれ ま した。私 はその1ペ ー ジ1ペ

ー ジをい とお しむ よ うに読み
、最 後 のペ ー ジ を繰 る ときに

は涙が浮か んだ もの で した。 その本 を 自分の娘 にや りた い

と思 って長 い間大切 に しまってお いたのです が、娘 のキ ャ

シーが ち ょうど11歳 にな ったので それ を贈 りました。娘は

プ レゼ ン トをとて も喜 び 、感 激 したのですが 、勇 んで初め

の2章 は読 み通 した ものの 、それか らあ とは棚 に しまい込

んだ まま手 つかず の状 態 で した。私 は とて もが っか りしま

した。

私は どうい うわけか 、娘 は 自分 と同 じふ うだ 、 自分 が少

女の頃 に読 んだ と同 じ本 を好み 、 自分 と似 た よ うな気性 で

同 じよ うな ものが 好 きだ と、 いつ もひ とり合 点 してい たの

です。 それか ら月 日が たって4人 の娘 を持 った今 、ひ とり

として私 に似て い る子は い ませ ん 。今は その こ とを喜ん で

い ますが 、昔 はそ うで はあ りませ んで した。

「キャ シー はチ ャー ミングでは しゃ ぎ屋 さん
、 よ く笑 う

ち ょっぴ りい たず らっ子」 と先生 はお っ しゃいま した し、

「み んな を楽 し くさせ る」 と友 だちは言 い
、 「人生 を楽 し

ん で、 どこに もユ ー モア を見つ け る感 じや す い子 」 と父親

は言 い ました・。

ところが ある 日私は夫 に こ う言い ま した。 「好奇心が 強

くて何 で も手 をつけ ない と気が す まない し、遊 ぶ こ とにか

け ては どん欲 で、 いつ もころころ と笑 って冗談 ばっか り、

とて もた ま らないわ。私 は あんな じゃなか った。十代 の初

め とい えば 、読 書が唯一 の楽 しみだ ったわ よd

頭 では 自分 がいけ ないん だ とわか ってい て も、心 の奥 底

では失望 してい ました。私 はそん な 自分 を嫌悪 しま したが 、

私 に とって娘 は、全 くもって不 可解な存 在 で した。

その よ うな気持は 、 口.に出さな くて もす ぐ子 供に伝 わ る

ものです。遅 かれ早か れ娘 は私 の気持 を知 って傷つ くだ ろ

うと思 いま した。 そ しそ そんなに も薄 情 な 自分が苦 し くて

た ま りませ んで した。失望す るのは お となげない とわか っ

てい ま したが、娘 をどん なに愛 していて も、それ で も私の

心 は変 わ ワませ んで した。
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それか ら何週間もの間、家の者が眠って静かになった中

で、ひとり私は天のお父様の前に理解 を願って祈 りました。

娘 を永遠にわたってよ く知 り、愛しておられる御方の前に.

頭 を垂れて助け を呼び求めたのです。

そうしたある朝 まだ早 いときに、ベ ッ ドに寝ていて何か

が起きたのです。夢を見たのだろうと思ったのですが、私

は夢ではなかったと確信 しています。ちゃんと目が さめて

いました。数秒ほどの間に、キャシー と私が この世に来る

前 、霊界にいたときの様子が脳慕を走ったのです。ふたり

はすっか り大入の女性で、腕 を組み、にこやかに見つめあ

っていました。ふたりは親子 というより姉妹のようでした。

自分の姉 と比べてみると、その ときのキャシーはずいぶん

違 っているなと思いました。で もキャシーに、私 と同 じに

なってほしいとは全然考えませんでした。私たちが この世

を去るときの姿 も浮かんできました。キャシー と私は、と

て も仲良しな親友同士の母 と娘でした。

ある言葉が力強 く胸に迫 って きました。 「どうして 自分

の個性 を娘に押 しつけようとするのか。ふた りの違 いを喜

びなさい!」 ほんの数秒だったのですが、そのひらめ き、

悟 りは、ほかの何か らも得 られないものでした。こうして

私の心は変 わったのです。

私の心は、新たな感謝で一杯にな りまじた。 どんなに頑

張っても自分にはできないと思えた心の転換、主は私のた

めにそれをして下 さったのです。

(ジ ェー ン ・パ リッシュ ・コピー 主 婦 であ り8児 の母

であ る姉妹 は 、現 在 オー ス トラ リア ・メル ボル ン伝道部 で

働 いて いる。夫 の ジ ョン ・M・R・ コピー兄弟 は伝道部 長

であ る。)



ぞ

断食をせよ

フラ ンク ・エ イ ドロ ッ ト

日曜夜のファイアサイ ドで話をし、家に帰ろうとしてい

た ときに、私は断食をせ よという勧めを感 じました。理由

が思いあたらないのでその ときは別に気に留めなかったの

ですが、翌朝いつにな く早 く目がさめて、また も断食を始

めよとい う勧めを感 じました。そのときの感 じが強烈だっ

たのでとて も無視す ることができず、それで私は断食を始

めました。

その 日役所で静かな細い警告の声が 「翌 日あなたは解雇

され る。 しかしそれは結局好都合になるか ら、怒った りろ

うばいした りせず冷静に していなさい」とささやきました。

その 日一 日中、警告の声はそのことを繰 り返 していました。

私は胆を据えてそのときを待 とうと思いました。

しかし心は混乱 していました。啓示を受けたのは確かで

も、なかなか信 じられなかうたのです。人からはよく君に

は うってつけの仕事だ、職はたしかに安定 しているしと言

われ、珍本、写本の司書 という仕事が 自分でも気に入って

いたので、やめるつ もり，は毛頭なかったのですが、みたま

の声は拒否できません。

次の朝、仕事にかかって1時 間もしない うちに、私は上

司の部屋に呼ばれました。そして2週 間後に免職のつ もり

だ と聞か されました。彼はひ と悶着を覚悟 していた様子で

したが、主は私に用意をさせ ていて下 さいました。

私 は州の公務員なので即座に解雇にはな らず、別の部の

仕事 のない役職に転属させ られました。上司は、あっても

な くてもよいような部署に無理 して居すわるよりもあきら

めて もらいたいと考えていました。 しかし私は神様か らの

指示を守 って、役所の一番新参の秘書 さえ自分 よりは意義

のある仕事 をしているときに、自分も何かの役に立 とうと

努め、できる仕事 を捜 しました。

別の仕事につ こうともしましたが、私の分野には職がな

いようで した。落胆は絶望に変わ り、私は毎 日、 「いつ も

っ と良い仕事につけるのですか」 と祈 りました。

教義 と聖約の121章 に出ている リバティー牢獄の予言者

ジョセブの嘆願を読むと、心が慰め られ ました。そして聖

霊 の導きをもっと信頼しなければならないと教えられ、私

はみたまによって辛抱するように励 まされました。

4月 のある日、私は地元の大学のかな りの実力者に会っ

てみるように という霊感を受けました。彼は私 を丁重に迎

え.、職 を捜 していることを知 ると、私 を雇いたい意向で、

考えている部署が空席になるまでこのまま待っていてくれ

ということでした。希望が見えて きました。

すぐにも彼か ら連絡があるものと思っていたのに、私の信

仰の試 しはまだ終わ りませんでした。ひとこともなしに5ヵ

月がだらだ らと過 ぎました。私は仕事中に何度 も、図書館

の書棚のかげで祈 り、慰め を求めました。 しか しワー ド部

の監督会が新 しくなって私が引続き第二副監督に召された

とき、明るい日は間近 いそとはっきり感 じました。そのし

ば らく後で祈 つていた ときに、慰め主の静かな声が、希望

を持ちなさい、苦難の終 りは近いとささや きました。

8月 下旬になると友人と2時 間の面接をしました。が、

そのとき仕事の話は出ませんで した。しか しその2日 後、

彼から電話があって自宅に呼ばれ ました。私は出かける前

に祈 り、それまでに自分が受けてきた祝福停感謝 しました。

立ち上がった ときには、仕事が得 られるという確信があ り

ました。家に着 くと、彼は私の新 しい仕事 を説明 して くれ

ました。

苦 しみ悩んだ7ヵ 月間と霊的な導きを振 り返るとき、厳

しかった苦難が私 を霊的に強 くし、主に近い生活 をするこ

との価値 を教えて くれたことがわか ります。

(フラ ン ク ・エ イ ドロ ッ ト 著 述業 、 ミズー リ ・カンサ

ス シテ ィー ステー キ部 ロー レンスワー ド部 日曜学校 教師 、

ステー キ部 宣教 師)

ささやき声で

話したのです

マ イ ナ ・T・ ヘ ー ニ ン

それは、私たちが教会のインディアン学生紹介制度を通

じて10歳 あウェインを我家に引き取ってか ら1週 間後の出

来事でした。ウェインは賢いかわいい少年 でしたが、御 多

分にもれず、ほかの子 たちに自分を証明 してみせ なければ

な りませ んでした。彼は少年たちとよくけんかをし、一番

強い子に も負けませんでした。

そんなウェインの担任の先生か ら電話が来たのです。先'

生は学校でウェインとの間に問題があると教 えて下さいま

した。ウェインは先生方に対して乱暴を働 くということで

した。それは大 きなショックで した。自分の子には一度も

なかった問題なので、私は動転 してしまいました。もう頭

に血がのぼってしまって、ウェインが学校から帰ったらど

う言お うか と、その下げいこを始めました。私は大ごとに

なる前に是が非でもく.いとめなければ と自分に言い聞かせ

ました。
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悪いことは重 なるもので、ウェインは隣 りの子 とけんか

をして帰宅が遅 くなりました。バス停から道々ずっとけん

か をして きて、我家の玄関先の芝生の上でふた りは取 っ組

み合いを始めました。私は少 しの問見ていましたが、けん

かがひどくなってきたので、 ドアの所へ行ってウェインを

呼びました。

彼は知 らんふ りをしました。 もうひ とりの少年に背を見

せ たくなかったのです。それを見ている私は、ますます怒

りがつのってきました。私はウェインに、・家に入りなさいと

と命令 しました。かっとなっていたので、これではさっき

の問題は話せないと思い、読書 をしなさい と言ってウェイ

ンを自室に行かせ ました。

私は怒 りに震えなが ら自分の寝室に退 き、ひざまずいて

祈 りました。問題をどう処理 したらよいかの知恵を求め、

みたまによって言 うべ き言葉がわかるようにお願いしまし

た。祈 り終えて立ち上がると、暖かい静かな気持が広がる

のを感じました。その気持は頭か ら始 まって、ゆっ くり足

先 まで満ちて行きました。

ウェインの部屋の ドアを開け、彼が本を手に してベ ッ ド

のへ りにすわっているのを見た とき、さまざまな思いが私

の頭をよぎりました。その部屋にすわっているウェインは

場違いに見えて きました。彼はここに来るまで、野原を自

由にかけまわっていたのです。瞬間私の胸には 目の前のひ

とりぼっちの少年に対する思いが こみあげてきました。な

つか しい土地か ら引き離されて別世界に投げこまれ、まる

で違った規則の もとでの生活を強いられている少年。彼は

仲間の少年たちに、それ よりす ぐれは しな くても、せめて

同じ位の良い子であることを示 して見せなければならなか

ったのです。

私はベ ッ ドのふちに彼と並んで腰かけました。口を突い

て出た最初の言葉に、私は 自分で も驚 きました。 「ウェイ

ン、怒ってごめんなさいね」 と言ったのです。私はそれか

ら、先生か らの電話のことを話 し、説明の機会を与えてあ

げました。 とてもよい話合いができました。ウェインは私

を信頼 してくれました。私たちはほんのささや くような小

声で話をしたのです。その話 し方は、私が下げいこをした

もの とはずいぶん違っていました。本当に霊的な経験で、

ウェインと私の関係は何よ りもその ことでとて もよくなり

ました。

祈ることのありがたさと、求めた ときに私 たちを導いて

下さる聖霊の賜を感謝 しています。

(マイナ ・T・ べ一ニン 主婦で教師の経験がある。ユ

タ ・ウエス トサンデーステーキ部初等協会副会長、サンデ

ー第13ワ ー ド部扶助協会家庭訪問教師主任)
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優先順位を決めて
「理 想 の あな た 」に

ジ ャ ネ ス ・R・ キ ャ ノ ン

愛 する姉妹たち、私たちはだれでも立派な人にな りたい、
教会の責任 を立派に果たしたいと思っています。教会

　

の女性の指導者である人に とって、よ りす ぐれたものをめ

ざす ことは価値ある立派な望み と言えましょう。私たちは

卓越の模範を示すように呼びかけ られています。

ではどんな種類の卓越をめざすのでしょうか。私たちに 』

は 自由意志の原則が主か ら与えられています。主は毎 日私

たちに選択の場を備 えておられます。たいていの入には簡

単な善 と悪 との選択に限 らず、善 と善 との問の選択につい

て もそ うです。「もし何にても徳高 きこと、好ましきこと、

よき聞えあること、あるいは褒むべ きこどあらば、われら

は これ らをたずねもとむ るものな.りd(信 仰箇条第13条)

でも姉妹たち、私たちは同時に全部を求めることはできま

せん。 「すべての事には季節があ り」(伝 道3：1)と 言

われそいる通 りです。 「なすに足る事なら立派にや るだけ

の価値がある」 とい う格言があ ります。でもリチャー ド・

L・ エバンズは、もっと大切 なことがあったために中断さ

れて立派にできなかったことなら、またや ってみる価値が

あると言いました。

卓越 をめざす とき、優先順位 を決め ることが成功の秘訣

です。大切 なことをあとまわしに してしまった人たちの例

をふたつあげてみますので、何を優先するか決める上で参

考 にして下さい。

サウルの娘でダビデの最初の恋人であ り妻であったミ汐

レの物語は、旧約聖書の中でも特に感動的で、私たち女性

こひとつの教訓を与えて くれます。ダビデ とミカルの愛に

は少しの疑いもありませ ん。サウルは、ダビデが宮廷 でま

だ青年だったときに、そのことを知 りました。
「しか しサ ウルは見て、主がダビデ と共にお られること、

またイスラエルのすべ ての人がダビデを愛するのを知 った

時、サウルは、ます ますダビデ を恐れた。こうしてサウル

は絶 えずダビデに敵 したd(サ ムエル上18：28、29)

サウルはそれで もミカルをダビデの妻 とし1ヨ ナタンの

とりなしを喜び ました。そしてダビデが最後に、怒るサ ウ

ルの殺害の手か ら逃れるとき、警告 して逃げる手びきをし

たのが、妻の ミカルで した。それから年月がたって、ダビ

デの軍勢が勝ち、サウルが死ぬ と、ダビデは妻 ミカルの引

き渡しを求め、ふた りは再会 しました。



為

D

ダビデは契約の箱 を持ってエルサ レムに上 りましたが、

それは道々音楽や踊.りを伴 う歓喜あふれる一大パ レー ドで

した。聖典には、 「そしてダビデは力をきわめて、主の箱

の前で踊った。その時ダビデは亜麻布のエポデ をつけてり

た」(サ ムエル下6：14)と 書かれています。亜麻布のエ

ポデは儀式用の衣装で、かな り短いことがわかっています。

ミカルは窓から、夫が亜麻布のエポデを着て行列の先頭に

立って踊るのを見て、は したないことをするものだ と、た

いへん恥ずかしく思いました。こう書かれています。

「ダビデが家族 を祝福 しようとして帰って きた時、サウ

ルの娘 ミカルはダビデを出迎えて言った、 『1きょ蔓 ～.ヲ
エルの王1まなんと威厳のあ② なζ鳶.で上 毒 ゑ。k・た尤 ら者

が、恥 斐知 らず∴ 溜 〉身鰯 よ議 にγ きTう 家 来たち の

は しため らの前に自分の身を現 されま したd託 サムエル下

6：20)

そ璽言柵が 鰍 に醗 り懲 』ぬ気1勲 男憔に.と◎菰 どん

なにショックだったか哨想像でき.る匙思 います。

ミカルは王の娘で したから、王は威厳をもって振舞い、

服 も行動 も人にまさる模範であるべ きだ ということを知 っ

ていました。彼女は間違 っていませんでした。で も残念な

ことに、優先 したものが間違ってレ錨

ダビデはたいそ う傷つ き、怒 りました。そしてこう返答

しました。 「あなたの父よりも、またその全家よりも、む

しろわたしを選んで、主の民イスラエルの君 とせ られた主

の前に踊ったのだ。わたしはまた主の前に踊るであろ うd

(サ ムエル下6：21)

この ミカルの物語は、次のような寂 しい言葉で結ばれて

います。 「幽 癌 嚇 シ吻rル瞬 臨ま・忽承供がな

かった。(サ ムエル')

もしもミカルが、夫ζ訟 ラゑ り怯愛憤 査も嘉蕊 購識諏 こ

仰'べ だと象Lっ工 さLえ凝 た.な」…)_そ。して.燗 槻隣緯 と

て遡 なミ 灘Lて 恥一 思よ」当 轟 っ

て蛎雲境の気転 と模範膨 惣 娠舞一

で奨 。妃墜滋ゐ燕ム 躁閣無 漏ゑ慕ゑ雛 愛涼ゐ漏 ・と

の良い人間関係生、繍 立翼 強 蕊 嘉諏・。

ミカルの父サウルの経験は ミカルの物語 よりもな じまれ

ていますが、そこには何よりも最優先させ るべ き大切なこ

と、主のみ言葉への従順が示されています。

主は、アマレクに対する勝利をサ ウルに与えたもうた と

きに、アマレク人とその家畜をみな滅ぼせ という命令を出

されました。でもサウルには 自蟻 があ りました。彼

は、自分の判断が最善ではないかもしれない と考える謙遜

さに卿 で マま℃た。羊などの家畜を全部殺すのはよくな

いと決めつけたのです。最上の家畜はぜひ とも生かしてお

くべきだ と思いました。サウルは若いときに羊飼いで した

から、家畜の善 し悪 しがわか りました。それに、民がアマ

レク人の上等な家畜 を生か してほ しいと望み、王は民の声

を聞 くべ きだとサウルは考えました。

そして、生ける予言者サムエルが主のみ言葉に従わなか

ったことの説明をサウルに求めた とき、彼は最上の動物 を

殺 さなかったことにまた別のもっともらしい理由を考えつ

きました。 しかるべ き儀式で主に素晴 らしいいけにえを捧

げるとい うのです。でもサムエルは、 「ハ うことは犠牲に

ま期 ≦ことは雄羊の脂肪にま ゑ」(サ ムエル上15
：22)と 言いました。そ して、サウルは優先するもの を間

違 ったために、イスラエルの王の地位 を主に取 り上げられ

ました。

生ける予言者 たちの口か ら出る主のみ言葉は、 自分の考

えが どんなに立派に思われるときでも、それよりも優先 し

ます。また、卓越をめざす私たちが何にもましてまず優先

させなければならないのが・露 す.

学業 に 、家事 に 、扶 助協会 に 、またその季 節に あった価

値 ある努 力 のすべ てに、卓 越 を求め る よ うお勧め したい と

思 い ます。 で も、常 に'量 の言 に耳 を傾 け、
働臨b鬼

霊 感 に よっ 。'こ とを忘れ ないで下 さい。
りゅ ゆ

現在この教会を導いている人たちが生ける予言者である

ことを証いたします。私たちの救い主であるイエス ・キ リ

ス トが生きて、このキリス トの教会 を予言者たちを通 じて

導いてお られること、そして私たちは従順 と愛により、研

究 と祈 りと耳 を傾けることによって、よりす ぐれたものを

めざす上で自分は何 を優先 させ るべ きかを決めるための霊

感が受け られることを証いたします。

ジャネス ・R・ キャノン姉妹は扶助協会中央管理会の教

育担当副会長である。
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国際伝道部の

発足

流動的な今 日の社会にあって、教会

組織のあ る地域 か ら離れた地 に住ん

でいる教会 員がか な りいます。 この

ような教会員 との接触を維持するため

に、1973年 に国際伝道部が設立されま

した。十二使徒評議員会補助のW・ グ

ラン ト・バ ンガー ター長老がこれ を管

理 しています。

バンガー ター長老の報告によると、

国際伝道部には現在世 界35ヵ 国、約

1，500名 の会員が登録されているとい

うことです。この伝道部に属する会員

との接触は、通常、その人が正規のワ
ー ド部、支部を去 る前、あるいは、そ

の人が遠隔地に移った という知 らせ を

監督、支部長か ら受けた時点か ら行な

われます。

国際伝道部は、教会の発展状況 を報

告したり、教会プログラムに参加でき

るよう援助 したりすることによって、

会員 との交流をはかっています。

国際伝道部は、所属する会員の記録、

子供のバプテスマや その他の儀式 を施

す場所の手配について責任 を負います。

また、その地域にほかに も末 日聖徒が

住んでいるかどうかについても知 らせ

ます。

教会が組織されていない地域に移 る

ことになっている教会員は、国際伝道

部に通知 して ください。そうすること

によって、記録が移 され、教会 と引き

続 き連絡 を取ることができます。.

遠隔地に住んでいる教会員を御存知

の方、または神権指導者は、国際伝道

音E(50Eαs孟Aroγ 重んTe飢pZeS孟 γεe診，

Sα髭Lμ んeC髭y」 σ言αん84150乙 乙S.ハ.)

に連絡 して ください。

その人の氏名、移転先、これ まで住

んでいた地、 ワー ド部、ステーキ部、

地方部 を明記 して ください。
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ニ ュー ス

堕胎に関する

声明

大管長会は、堕胎に対する教会の姿

勢 を再び強 く打ち出すため、次のよう

な声明 を発表 しました。
「当教会は堕胎に反対 してお り、ご

くまれな場合を除いて堕胎をした り、

堕胎手術 を受けた りしないように教会

員に勧告 している。まれな例外とは、

資格ある医師の診察の結果、母親の生

命や健康が危険にひんしていることが

わかった時、あるいは強姦によって妊

娠 し、母親に深刻 な衝撃が残っている

時である。このような場合 も、監督ま

たは支部長に相談 し、また祈 りによっ

て神の同意を得てか らにすべ きである。

堕胎は今 日の最 も忌まわしく、罪深

い行 為の一つである。なぜなら、この

恐ろしい堕胎容認が、性的な不道徳 を

もたらしているか らである。

堕胎の罪を犯 した教会員は、事情に

よっては、教会の評議員会によって懲

戒処分 を受ける。この深刻な問題を取

り扱 うにあたっては、教義 と聖約59章

6節 に述べ られている主のみ言葉を心

に留めてお くとよい。「汝盗むなかれ。

また、姦淫を犯すなかれ。また人を殺

すなかれ。また何事にて もこれに類す

ることを為す ことなかれ。」/

これまでの啓示によれば、堕胎は、

悔 い改めれば赦 しを得 ることのできる

罪である。

世

イ

(

ζ

夢

な規

鑓

曲]'

♂わ れ る

ト

扶助協会は1975-76年 度作詞作曲コ

ンテス トの入賞者 とあわせて、1976-

77年 度の世界的なコンテス トを発表 し

ました。

1976-77年 度のコンテス トについて、

扶助協会会長は次のように語っていま

すg「 扶助'協会作詞作曲 コンテス トが、

教会の全世界の姉妹 たちの間で初めて

行なわれることになりました。文化が

異なるため困難な点 もあるか と思いま

すが、それ以上に世界的に行なわれる

このプログラムは価値あるものだ と思

います。扶助協会会員のほ とんどが英

語 を話すため、英語以外の歌は英訳 し、

原語には標準的な発音記号 をつけてい

ただ くことになρ ています。今年度の

テーマ としては、「女性の影響力の輪」

などのように、扶助協会ノーブー記念

像 を中心に して考えて ください。 コン

テス トの規定については、新 しい 『扶

助協会の手引 き』p.42、43を 御覧 くだ

さいd

◇公 告◇

規則第18条 の定める手続 きを経て、下記の通 り教会支部用地 を買収 しましたの

で宗教法人法第23条 の規定によって公告 します。

昭和51年3月26日

宗教法人 「末日聖徒イエス ・キリス ト教会」 代表役員グレン ・R・ ハンディー

会員その他利害関係人各位

北九州支部用地 昭和50年10月16日 札幌第2支部用地 昭和50年12月26日

尼崎支部用地11月4日 岡崎支部用地12月29日

名古屋第2及 び第7支 部用地11月20日 東京神殿用地 昭和51年3月24日
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